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１．研究計画の概要
２世紀にプトレマイオスによって書かれた
占星術書『テトラビブロス』のアラビア語訳
の校訂版を作り、それをギリシア語原典およ
びシリア語訳と比較検討することが目的で
ある。具体的な手順は以下の４つに分けられ
る。

(1)フナイン版アラビア語テキストの校訂版
作成。
(2)ウマル版アラビア語テキストの校訂版作
成。
(3)フナイン版とギリシア語校訂版との比較。
(4)フナイン版とシリア語訳テキストとの比
較。

２．研究の進捗状況

２世紀のプトレマイオスが著した『テトラ

ビブロス』は、９世紀にアラビア語に２回翻

訳されたことがわかっている。最初の翻訳の

写本は現存しないが、ウマル・イブン・アル

＝ファッルハーンの注釈が全部で３写本残

っている（以後ウマル版と呼ぶ）。そのうち

の１写本のみに、ウマル自身の序文がつけら

れている。２度目の翻訳はアル＝バトリー

ク・アブー・ヤフヤーによるものであり、フ

ナイン・イブン・イスハークがそれを改訂し

ている。後者のみが８写本残っている（以後

フナイン版と呼ぶ）。ウマル版はフナイン版

に比べてかなり簡潔に記されており、全４部

のうち第３部の最後の章は全く扱われてい

ない。章区分について、ギリシア語版（G）

と２つのアラビア語版（U、H）を比較すると、

さまざまな相違がみられる。なお、ギリシア

語版は、1998 年に出版されたヒューブナー版

を用いた。一般に章区分は H よりも Uの方が

G に近いと言える。また、フナイン版には、

サービト・イブン・クッラが、一部の語彙に

説明を加えている記述があり、８写本のうち

５写本でそれを確認することができる。これ

によって、サービトが実際にどの程度フナイ

ン版に手を加えたかを知ることができたこ

とは、貴重な発見であった。

唯一現存するパリ国立図書館のシリア語

写本(no. 346)は、第２部の第 10 章以降がほ

ぼ完全なかたちで残っているが、冒頭から第

２部第９章までと、第３部第３、４章は実質

的に欠けている。欠けた部分の一部は、no.

346 とは別に、no. 392 に断片として残って

いる。

現存する写本の数と質からみて、イスラー

ム世界では『テトラビブロス』そのものより
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も、11 世紀のアリー・イブン・リドワーンに

よる全文注釈や、やはり 11 世紀のクーシュ

ヤールによる、『テトラビブロス』に大きく

依存した『占星術入門』などが主に読まれた

と考えられる。

３．現在までの達成度
(1)おおむね順調に進展している。
(2)おおむね順調に進展している。
(3)遅れている。
(4)遅れている。
(1)と(2)については、現在９割ほどが完成し
ていている。(3)と(4)が遅れている主な理由
は、(1)と(2)の作業に予想以上の時間がかか
ったことである。

４．今後の研究の推進方策
(1)と(2)に関しては、不明な単語がいくつか
あり、これらを最終的に確定するには、さら
に時間がかかると思われる。
(3)については、あと１年で可能なかぎり達
成したいと考えるが、やはり(4)については、
期間内では困難であるため引き続き研究を
続けていきたい。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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